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兵庫京大外科専門研修プログラム

我々と一緒に楽しく充実した
外科研修を行いませんか！

①兵庫県立尼崎総合医療センター

②神鋼記念病院

③神戸市立医療センター中央市民病院

④神戸市立西神戸医療センター

⑤神戸市立医療センター西市民病院

⑥姫路医療センター

⑦公立豊岡病院

⑧赤穂市民病院

神戸市立医療センター中央市民病院を基幹病院とし、兵庫県
下の京大外科関連8施設で専門系研修施設群を形成しています。

幅広い環境を有する教育施設群
オフも充実！

国宝 姫路城

甲子園球場

城崎温泉

神鍋高原

2023年11月作成

赤穂義士祭

姫路城の東隣に位置する、地域の基幹病院です。内科外科が緊密に
連携して診療を行う呼吸器センター・消化器センターがあり、病院
をあげて低侵襲がん治療に力を入れています。呼吸器・消化器とも
内視鏡外科手術症例が豊富な一方、進行癌の集学的治療症例も多く、
骨太な外科修練ができる施設です。

プログラムの基幹病院です。 3次救急に対応しており救急疾患が豊
富ですが、悪性疾患や心臓血管外科など高難度手術も数多く手がけ
ています。また手術支援ロボットを3台保有して積極的に低侵襲医
療を導入しています。サブスペシャリティーの中で小児外科はあり
ませんが、虫垂炎などの小児症例は修練可能です。

但馬地域の基幹病院として地域住民の健康と生命を守っています。
兵庫県北部、京都府北部の多くの外科疾患が集まります。ロボット
支援手術も積極的に導入しています。約500床の病院で、他科との
連携も緊密にできます。令和６年秋、病院北側に豊岡出石ICが開通
し京阪神への移動が速く便利になります。

心臓血管外科、小児外科、呼吸器外科、乳腺外科、消化器外科が
揃っています。3次救急に対応し、年間2000件超の手術のうち約
1/3が緊急手術である一方で、ロボット、肝胆膵高難度手術などの
専門性の高い症例も豊富です。ゲノム医療にも対応しています。 

神戸市中央区にある二次救急医療機関で、消化器外科・乳腺外科・
呼吸器外科の研修が可能です。地域がん診療連携拠点・がんゲノム
医療連携病院に認定されており、各科連携のもと先進的ながん治療
を数多く経験することができます。人口が多い地域の二次医療を
担っているため救急疾患も非常に豊富です。

赤穂浪士と塩以上に赤穂の土地柄で気の良い患者と、相生や岡山か
らも患者が集まる地域の中核病院です。肝胆膵高難度手術を含め、
悪性疾患に対する腹腔鏡下手術を主に、救急医療の最前線で症例も
豊富です。後期修練では、2年目には胃、大腸を執刀できるように
カリキュラムを組んでいます。

神戸市長田区にある358床の急性期病院で、令和10年に新長田駅
前に新病院として新築移転する予定です。
現在ロボット支援手術を専攻医と共に胃、肝、膵、結腸、直腸に
対して行っています。緊急手術は年間200例余り施行し、腹腔鏡手
術の機会も十分にあり若手の先生の修練には最適だと思います。

神戸西地域の基幹病院で診療科や職種間の垣根が低く働きやすいの
が特徴です。病院の規模のわりに症例数が豊富で、技術認定医・高
度技能医を持つ上級医も多く、お一人ずつに濃厚な研修をしていた
だけます。都市部へのアクセスも良好で近くには豊かな自然もあり、
充実した研修生活が送れると思います。



屈指の手術数

分野 2021年NCD数

(1)消化管および腹部内蔵 5380

(2)乳腺 1197

(3)呼吸器 1769

(4)心臓大血管 683

(5)末梢血管(頭蓋内血管を除く) 452

(6)頭頸部・体表・内分泌外科 270

(7)小児外科 343

(8)上記1－7における内視鏡手術 5294

合計 10544

グループ全体で高難度手術を含む年間約1万件の
手術（うち内視鏡手術約5300件）を行っており、
数多くの手術を経験するとともに外科疾患の理解
を深めるにはきわめて恵まれた環境にあります。

プログラムの特色と専門性の高い指導陣

病院と区営と指導医師 施設数と陣容

地域医療支援病院 8施設すべて

国指定がん診療連携拠点病院 5施設

災害拠点病院 5施設

救命救急センター 3施設

内視鏡技術認定医 23名

肝胆膵高度技能医 14名

大学病院では経験できないcommon diseaseが豊
富で救急手術症例も充実している一方、大学病院
に匹敵する高難度手術も行われています。これら
は内視鏡技術認定医、肝胆膵高度技能医など専門
性の高い指導陣により行われています。
つまり、専攻医が外科研修を実践する上で理想的
な病院群を形成しており、幅広く偏りのない充実
した研修が行えます。

年次ごとの専門研修計画

外科専門研修

1年次 2年次 3年次

ローテート概要は以下の通りです。

• 専攻医はメイン施設とサブスペシャリティ―、を各自
で選択します。

• メイン施設では希望のサブスペシャリティ―を中心と
した2年または2年6か月の外科専門医研修を行います。

• 基幹施設での6か月の研修は必須で、その間にメイン
施設では研修できない分野の研修を行います。

• メイン施設以外の連携施設での研修も6か月可能です。
• ローテーションのパターンはメイン施設の指導医と相
談の上、最終的にはプログラム管理委員会で決定され
ます。

プログラム管理委員会では、①研修の順序や期間、サ
ブスペシャリティ－研修の開始時期、②どのコースで
も指導内容や経験症例数に偏りがないこと、③専攻医
の身分や処遇の継続性、などを考慮しつつ各専攻医の
研修の進捗状況の評価と判定を行い、随時研修の調整
を行います。

以下に専門研修のイメージを示します。 

メイン施設

メイン施設

連携

メイン施設基幹

メイン施設
メイン
施設基幹

採用について

• 京大外科研修プログラム内の病院での研修を希望され
る方は、兵庫京大外科研修プログラムで一括での採用
となります。各病院での採用は行われません。

• 兵庫京大外科研修プログラムの採用定員は17名/年で
す（3年で計51名）。サブスペシャリティーごとの採
用定員は設定しておりません。

• 採用は書類審査と面接が行われ決定します。
• 6月頃から公募で外科専門研修医を募集します。
• 募集要項の詳細は、神戸市立医療センター中央市民病
院のHPに掲示されます。

• 専攻医募集要項のHP
https://chuo.kcho.jp/recruit/resident/senior/

• 問い合わせ先は、
〒650-0047 神戸市中央区港島南町2-1-1
神戸市立医療センター中央市民病院総務課教育係

研修の詳細は、こちらの
QRコードにアクセスし、
「当院での研修を考える若
手医師へ」を参照ください

外科専門研修を修了後のキャリアパス

3年間の外科専門研修を修了した後の進路については、
皆さんご心配のことと思います。兵庫京大外科専門研
修プログラムでは、皆さんの外科医としてのキャリア
パスをより良いものとするため、研修終了後もサブス
ペシャリティ―研修を含めた手厚いサポート体制を整
えています。想定される進路としては以下があり、希
望に応じて指導医と相談して決定します。

• 京都大学外科系診療科の大学院への進学
• 現研修施設を含む京都大学関連病院での勤務
• がんセンター、循環器尿センター、こども病院などの
専門疾患センターでの勤務

• 上記以外の施設での勤務（出身地へ帰るなど）

今までの後期研修医の先生方のうち約8割が、京都大学
関連の病院勤務か大学院へ進学されています。
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